
広視域ライトフィールドカメラの高精細化による表面欠陥検出システムの開発

採択年度：2024年度

プロジェクトの概要

ビジネスモデル（申請時）

課題名

・製品の表面欠陥検出を自動化する技術を開発し，検査装置を製造・販売するベンチャー企業を目指す．

・撮影画像より欠陥を検出するために必要となる画像処理ソフトも独自に開発する．

・製造メーカと連携して，様々な検査対象の製品に特化した装置を開発することで市場拡大を可能とする．

 製品表面の欠陥検査を自動化する技術を開発する．現在，製品の
欠陥検査では，一般的なカメラや形状計測器が使用されているが，欠陥の自動検出が
難しく，目視検査している製品も多い．本技術シーズである広視域ライトフィールドカメラ
は１台のカメラで様々な位置から見た多視点画像が得られるため，目視検査の場合と同
様の画像検査が可能である．本課題では，微小欠陥の自動検出に必要となるカメラの
高精細化を実現し，検査システムの試作により技術検証を行い，早期の起業を目指す．

（2024年3月時点）

研究代表者：大阪工業大学 情報科学部 情報メディア学科 教授 河北真宏

活動計画（申請時）

START 大学・エコシステム推進型 大学推進型

① 光線撮影の高精細化
・現在の約5倍（約60万画素）の解像度の映像撮影を実現．

② 撮影・表示システムの性能評価と改善
・リアルタイム３D撮影と表示システムの試作と性能評価．

③ 要素映像処理技術の確立
・撮影映像より多視点映像を生成処理するアルゴリズム開発．

➃ 実用化検証と市場開拓
・市場調査と知的財産の確保，技術検証，本技術のアピール．
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